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November・
December

「
子
ど
も
の
母
校
は
我
が
母
校
」

「
後
援
会
だ
よ
り
」
は
後
援
会
が
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

　

10
月
8
日
（
日
）
に
、
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
首
都
圏
父
母
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
連
休
の
中
日
は
爽
や
か
な
天
候
に
恵
ま

れ
、
事
前
の
申
し
込
み
を
上
回
る
8
9
6
人

の
保
護
者
の
皆
さ
ま
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
て
い
る
学
生
に
よ
る
企
画
（
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、
似
顔
絵
サ
ー
ビ
ス
、
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
）
の
他
、
特
別
見
学
会
（
今
年
度

は
沖
縄
文
化
研
究
所
）、
就
職
個
別
相
談

会
、
学
部
学
科
別
懇
談
会
、
食
堂
で
の
ラ
ン

チ
体
験
お
よ
び
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
の
開
放
な
ど

は
、
毎
年
好
評
を
い
た
だ
く
企
画
で
す
。　

　

薩
埵
ホ
ー
ル
で
は
国
際
文
化
学
部
栩
木
玲

子
教
授
を
お
迎
え
し
て
、「
英
語
の
た
し
な

み
、
日
本
語
の
技
法
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
世
界
の
中
で
英
語
を
母

国
語
と
す
る
国
々
や
話
す
人
々
の
割
合
に
つ

い
て
紹
介
さ
れ
、
本
日
の
テ
ー
マ
か
ら
ま
ず

語
学
の
壁
が
取
り
払
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

「T
h
at's it!

」
を
例
に
挙
げ
、
日
常
で
遭
遇
す

る
場
面
や
伝
え
方
に

よ
り
、
異
な
っ
た
表

現
と
な
る
特
性
を
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
る
で
法
大
生

に
な
っ
て
講
義
を
受

講
し
て
い
る
か
の
よ

う
に
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、

学
生
に
よ
る
「T

h
at's it!

」
の
翻
訳
例
の
紹

介
も
あ
り
、
会
場
内
は
温
か
い
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
大
学
職
員
に
よ
る
「
進
級
・
卒
業

と
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
た
め
に
」
と

「
就
職
活
動
の
現
況
と
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

対
策
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
メ
モ
を

取
ら
れ
る
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。　

　

父
母
懇
談
会
開
催
に
あ
た
り
ご
指
導
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
た
大
学
職
員
の
皆
さ
ま
、
ご

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
保
護
者
の
皆
さ
ま
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

首
都
圏
父
母
懇
談
会
報
告

市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

副
実
行
委
員
長   

向
井 

知
子 

（
沙
織
／
文
学
部
）

※（　　 ）内は子どもの名前／学部

　

小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
父
母
懇
談
会

の
内
容
の
充
実
を
図
る
た
め
、
毎
年
新
し
い

企
画
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
は
研
究
室
を
開
放
し
、
来
校
さ
れ
た

父
母
の
方
々
に
、
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
の
技

術
力
を
ご
覧
い
た
だ
き
し
た
。

　

今
年
は
田
中
優
子
総
長
の
講
演
に
関
連
付

け
て
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
テ
ー
マ
に
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

果
た
し
て
、
Ａ
Ｉ
が
将
来
ど
ん
な
社
会
変

化
を
も
た
ら
す
の
か
。
Ａ
Ｉ
の
技
術
が
進
む

と
我
々
人
間
の
技
術
は
必
要
な
く
な
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
素
朴
な
疑
問
に
つ
い
て
、

専
門
分
野
の
先
生
方
と
田
中
総
長
を
交
え
た

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｉ
を
開
発
す
る
側
、
そ
れ
を
利
用
す
る

側
で
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
Ａ
Ｉ
に
期
待
す

る
か
と
い
う
多
面
的
な
視
点
で
、
聞
い
て
い

る
我
々
に
も
と
て
も
分
か
り
や
す
い
内
容
で

し
た
。

　

Ａ
Ｉ
が
で
き
る
こ
と
の
限
界
や
、
Ａ
Ｉ
の

開
発
で
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
分
野
が
活
性
化
す

る
と
い
う
見
通
し
、
こ
れ
か
ら
Ａ
Ｉ
関
係
の

仕
事
に
就
く
た
め
に
絶
対
必
要
な
知
識
な

ど
、
普
段
温
和
に
見
え
た
先
生
方
が
、
ま
る

で
人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
熱
心
に
発
言
さ
れ

て
い
た
姿
が
今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
ト
な
時
間
構
成
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、

過
去
や
現
在
を
し
っ
か
り
と
捉
え
て
未
来
を

創
造
し
て
い
く
と
い
う
姿
が
感
じ
ら
れ
た
こ

と
は
と
て
も
有

意
義
で
し
た
。

「
小
金
井
キ
ャ

ン
パ
ス
の
子
ど

も
た
ち
の
今
」

は
、
ま
さ
に
未

来
に
向
か
っ
て

学
ん
で
い
る
姿

で
し
た
。

首
都
圏
父
母
懇
談
会
報
告

小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス「
未
来
を
創
造
し
て
い
く
力
を
実
感
」

副
実
行
委
員
長  

榊
原 

蔵 

（
僚
／
理
工
学
部
）
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後援会から
大学への

寄贈品
（2007年度～2016年度／抜粋）

1体育館フィルムミラー（2007年度小金井キャンパス）  2アルミチェアおよびテーブル（2007年度小金井キャンパス） 3防球ネッ

ト（2007年度多摩キャンパス）4  創立60周年記念植樹1（2007年度市ケ谷キャンパス） 5  創立60周年記念植樹2（2007

年度市ケ谷キャンパス）6  AED（2008年度市ケ谷キャンパス）  7  ラウンジテーブル・ベンチ（2008年度市ケ谷キャンパス） 

8  コントラバス（2008年度交響楽団） 9  ポータブルアンプ一式（2008年度多摩キャンパス） 10  イベントテント（2008年度

小金井キャンパス） 11   電子ピアノ（2009年度多摩キャンパス） 12  構内循環バス（2010年度多摩キャンパス） 13  司会台

（2011年度市ケ谷キャンパス） 14  城山地区AED（2012年度多摩キャンパス） 15  楽器一式（2012年度応援団吹奏楽部）  

16  小金井キャンパス開設50周年記念時計（2014年度小金井キャンパス） 17野外用テーブルチェア一式（2015年度多摩キャ

ンパス）  18富士見ゲート「オレンジホール」移動観覧席（2016年度市ケ谷キャンパス）

29｜HOSEI 2017.11·12



年度／会長 後援会関係事項 支部設立等 大学と学生への寄付・助成・寄贈 大学略年表 出来事

2007
小川  敏夫

・ 創立60周年式典、祝賀会開
催、60年史発行
・後援会紹介DVD作成
・ ウィンドブレーカー、スポーツ  

 応援ための横断幕作成

・福岡県支部総会
・ 父母懇談会を 

 法政 フェアと同 

 日開催 

・後援会創立60周年記念の桜を植樹
・チアリーディング部にコスチューム寄贈

・ 工学部3学科（建築学科、都市環境デザイン工学科、
システムデザイン学科）を改組転換し、デザイン工学
部を設置
・市ケ谷キャンパスに「市ヶ谷田町校舎」竣工

世界金融危機（世
界同時不況）

新潟中越沖地震

プロジェクター（3キャンパス）、DVDプレーヤー

内蔵テレビデオ／学生貸出用掲示板（市ケ谷）、

DVDプレーヤー／防球ネット／リアルホイールバ

イク（多摩）、アルミチェア＆テーブル／学生貸
出用フィルムミラー／液晶モニター（小金井）、
コートベンチ（石岡総合体育施設）

2008
濱  清隆

・ 支部新入生父母の集いに 

  大学職員が出向
・ 経団連に学生採用早期化

  に対する要望書を提出

・ 新潟県支部設立  

40周 年 総 会・
父母懇談会を 

 法政フェアと同日 

 開催

・各キャンパスにＡＥＤを寄贈
・ 小金井キャンパス東館竣工に体育館施設
を寄贈

・ 理工学部、生命科学部、GIS（グローバル教養学部）

  を設置
・大学院政策創造研究科を設置
・小金井キャンパスに「東館」竣工
・ 多摩キャンパスに「スポーツ健康学部棟」改修工事

  竣工

北京オリンピック・
パラリンピック

第34回主要国首
脳会議（北海道洞
爺湖サミット）開催

野外用掛時計／ラウンジテーブル・ベンチ一式

／ガット張り機（市ケ谷）、放送機器／プロジェ

クター／スクリーン／アンプ／ウォータークーラー
／フットサルゴール（多摩）、ロールバックチェア
（移動式観覧席）／リソグラフ／携帯型ロール

スクリーン／ワンタッチイベントテント／液晶モニ
ター／消音バット（小金井）、交響楽団　楽器（コ

ントラバス、ファゴット他）（その他）

2009
押山  憲昭

・ 大学に後援会業務を委託
・学位授与式の二部制への
移行により謝恩会取止め
・校友連合会との共同企画
｢特別講演会｣ を開催

・ 宮城県支部総会
・ 父母懇談会を法
政フェアと同日開
催、佐賀・長崎
県合併10周年

・ ｢リーディング・ユニバーシティ法政｣ 募金
に積立開始

・スポーツ健康学部を設置

裁判員制度開始

民主党・鳩山由紀夫
内閣誕生

学生貸出用プロジェクター／学生イベント用テン
ト／ AED一式（市ケ谷）、貸出用モニターテレ

ビ／電子ピアノ一式／ソファセット／自立式展示
パネル／インドアサイクル／製氷機（多摩）、ワ

ンタッチイベントテント／液晶モニター（小金井）

2010
池邉  裕

・会則変更（総務の増員と
監査の独立）
・経済的困窮学生に対しての
支援について大学・校友連
合会に提案

・ 山梨県支部と
大分県支部10周
年、宮城県支部

20周年、静岡支
部と山形県支部

40周年

・多摩キャンパス構内循環バスの寄贈
・ 現代福祉学部現代福祉学科を改組し、福祉コミュニ
ティ学科を設置、 臨床心理学科を設置 

・ 大学院政治学研究科に国際政治学専攻を設置
・大学院工学研究科に生命機能学専攻を設置
・ 大学院デザイン工学研究科（建築学専攻、都市環
境デザイン工学専攻、システムデザイン専攻）を設置
・小金井キャンパスに「北館・新管理棟」竣工

バンクーバー冬季
オリンピック
東日本大震災

現代福祉学部棟学生ラウンジ用モニター（多摩）

2011
今村  浩

・東日本大震災学生支援とし
ての会費・入会金の免除と
見舞金などの措置

・ 長野県支部と石
川県支部20周
年、浜松支部

40周年

・ ピアサポートや市ケ谷ラーニングコモンズ 

の助成
・各キャンパス講堂に司会台寄贈
・エベレスト登山隊に遠征資金寄付

・理工学部創生科学科を設置
・小金井キャンパス再開発第2期工事竣工

テレビ放送が地上デ
ジタル放送に移行

「なでしこジャパン」
世界一体育館衣類乾燥機（市ケ谷）、

白馬山荘地デジTV（その他）

2012
渡邉  秀雄

・ 大学主催「首都圏新入生  

  父母説明会」の開催と協力
・ 東日本大震災学生支援継続
・ 大学に後援会業務を委託 

  （追加）
・ 箱根駅伝応援用「のぼり旗」

  100本製作

・ 北海道支部

  30 周年

・  東日本大震災における被災学生への特
別就学支援措置
・応援団吹奏楽部に楽器寄贈
・法政大学後援会奨学金の継続

・大学院公共政策研究科を設置
・野球部の秋季リーグ戦優勝
・小金井キャンパスに「中央館」竣工

ロンドンオリンピッ
ク・パラリンピック

第2次安倍晋三内
閣誕生

東京スカイツリー開
業

城山地区AED（多摩）

2013
千葉  大一

・ 東日本大震災学生支援継続
・ 後援会がスポーツ応援隊の

  主体に

・ 愛媛県支部、香
川県支部、徳島
県支部、高知県
支部10周年

・ 東日本大震災における被災学生への特
別就学支援措置
・法政大学後援会奨学金積み増し ・ 大学院キャリアデザイン学研究科、理工学研究科を

設置

小笠原諸島・西之
島の噴火

伊勢神宮と出雲大
社が「ダブル遷宮」AED（市ケ谷）、アルミチェア、テーブルセット（小

金井）、スポーツ法政取材用カメラ購入補助（そ
の他）

2014
池田  隆

・ 東日本大震災学生支援継続

・ 宮崎県支部と福
井県支部10周
年、関西支部

20周年、広島
県支部30周年

・ 東日本大震災における被災学生への特
別就学支援措置
・法政大学後援会奨学金積み増し
・「小金井キャンパス50周年」時計を寄贈

・田中優子総長就任
・ 生命科学部を生命機能学科、応用植物科学科、

  環境応用化学科に改組
・市ケ谷キャンパスに「一口坂校舎」竣工

消費税8％となる
ソチ冬季五輪

チアリーディング部コスチューム（その他）

2015
小林  章

・ 後援会ウェブサイトの

  リニューアル
 ・ 栃木県支部40

周年

・ 多摩キャンパスに野外用テーブルチェアを
寄贈
・法政大学後援会奨学金積み増し

大学院連帯社会インスティテュートを設置

ラグビーワールドカップ
で南アフリカに勝利

日銀がマイナス金
利導入を発表

2016
祖父江  一仁

・ 後援会パンフレット（FAQ）      
   制作
・HSCの活動支援

・ 岩手県支部・福
島支部・郡山支
部・佐賀長崎
県支部50周年、
茨城県支部40

周年、岡山県支
部20周年

・ 富士見ゲート地下２階「オレンジホール」
への移動式観覧席寄贈

・市ケ谷キャンパスに「富士見ゲート」竣工
・法政大学憲章制定
・経営学部に英語学位プログラム（GBP）を設置
・人間環境学部に英語学位プログラム（SCOPE）を

  設置
・ 公共政策研究科にサステイナビリティ学専攻を設置
・ スポーツ健康学研究科スポーツ健康学専攻を設置
・ 理工学研究科と情報科学研究科との横断型英語

  学位プログラム（IIST）を設置
・ 理工学研究科システム工学専攻をシステム理工学

  専攻に、同専攻システム制御系と経営系をそれぞれ

  創生科学系と経営システム系に名称変更

熊本地震

リオデジャネイロオリ
ンピック・パラリン
ピック

英国の国民投票で

EU離脱派が勝利

～後援会活動10年を振り返って～

後援会創立70周年記念特集
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宮
城
県
支
部
の
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
は
2

年
に
一
度
で
、
今
年
は
10
月
7
日
（
土
）、
8

日
（
日
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

小
雨
の
降
る
中
、
仙
台
を
出
発
。
小
金
井

キ
ャ
ン
パ
ス
に
着
い
た
後
は
、
ま
ず
南
館
の

図
書
館
を
最
初
に
見
学
し
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
検
索
ツ
ー
ル
の
「
C
i
N
i
i 

A
r
t
i
c
l
e
s
」

や
「
G
o
o
g
l
e 

S
c
h
o
l
a
r
」
を
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。
検
索
の
速
さ
に
加
え

て
、
引
用
率
の
高
い
論
文
や
図
書
が
上
位
に

表
示
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
が
あ
り
、
理
系

学
生
が
使
い
や
す
い
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

い
る
大
学
の
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
わ
が
子
が
普
段
利
用
し
て
い
る
で

あ
ろ
う
学
食
で
昼
食
を
と
り
、
北
館
と
東
館

も
見
学
し
ま
し
た
。

　

次
に
向
か
っ
た
の
は
、
宿
泊
場
所
で
も
あ

る
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。
広
大
な
キ
ャ
ン

パ
ス
内
を
、
バ
ス
で
移
動
し

な
が
ら
案
内
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大

き
さ
と
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充

実
度
に
驚
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
相
模
原
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
懇
親
会
を
兼
ね
た
夕
食
を
と
っ
て

か
ら
、
閑
静
な
森
に
囲
ま
れ
た
百
周
年
記
念

館
に
戻
り
、
静
か
な
環
境
の
中
、
朝
ま
で

ゆ
っ
く
り
と
休
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
東
京
六

大
学
野
球
の
応
援
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
試

合
開
始
30
分
前
の
エ
ー
ル
交
換
か
ら
応
援

団
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん
に
リ
ー
ド
さ

れ
、
わ
れ
を
忘
れ
て
応
援
し
ま
し
た
。
残
念

な
結
果
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に

熱
く
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
法
政
大
学
対
東

京
大
学
の
試
合
で
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移

動
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
と
富
士
見

ゲ
ー
ト
、
富
士
見
坂
校
舎
を
詳
し
く
案
内
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
21
人
の
参
加
で
し
た
。
こ
の
活
動

を
支
部
会
員
に
さ
ら
に
広
め
、
次
回
は
よ
り

多
く
の
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
大
学
を
体
感
し

「
子
ど
も
の
母
校
は
我
が
母
校
」
を
感
じ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
温
か
く
出
迎
え
、
案
内
し
て
い

た
だ
い
た
後
援
会
本
部
と
大
学
職
員
の
皆
さ

ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

宮
城
県
支
部

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
・
野
球
応
援

宮
城
県
支
部
長  

小
野
寺 

正
浩 

（
萌
希
／
理
工
学
部
）

　

10
月
21
日
（
土
）、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

首
都
圏
父
母
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
季
節
外
れ
の
台
風
接
近
で
終
日
雨

模
様
の
中
、
5
7
6
人
の
保
護
者
が
来
場
さ

れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
社
会
・
現
代
福
祉
・
ス
ポ
ー

ツ
健
康
の
各
学
部
棟
を
中
心
と
し
た
学
生
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
ウ
ォ
ー
ク
ツ
ア
ー
や
キ
ャ
ン
パ

ス
内
の
無
料
循
環
バ
ス
に
よ
る
自
由
見
学
。

体
育
館
や
図
書
館
に
お
い
て
は
、
教
職
員
の

皆
さ
ま
が
丁
寧
に
案
内
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
普
段
学
生
が
利
用
し
て
い
る
学
食
で

は
、
通
常
メ
ニ
ュ
ー
の
他
に
、
期
間
限
定
で

提
供
し
て
い
る
1
0
0
円
朝
食
を
50
食
限
定

で
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
好
評
の
う
ち
に

完
売
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
全
体
会
と
学
部
別
懇
談
会
が
行
わ

れ
、
全
体
会
で
は
、
増
田
副
学
長
に
よ
る

「
自
由
を
生
き
抜
く
実
践
知
〜
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

（
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
２
０
３
０
）
に
つ
い
て
〜
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
に
は
、
今
後
の
大
学
の
方
針
に

つ
い
て
、
ご
理
解
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に

よ
る
直
近
の

就
職
状
況
の

説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
学

部
別
懇
談
会

で
は
、
在
学

生
に
よ
る
学

生
生
活
の
様

子
や
就
職
活

動
の
様
子
を

直
接
聞
く
こ

と
が
で
き
、

保
護
者
の
皆
さ
ま
も
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

学
部
別
懇
談
会
の
後
に
は
懇
親
会
が
行
わ

れ
、
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
で
大
学
関
係

者
の
皆
さ
ま
と
歓
談
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
直

接
お
話
し
さ
れ
た
こ
と
で
、
大
学
や
学
生
生

活
へ
の
理
解
も
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ご
来
場
の
保
護
者

の
皆
さ
ま
、
ご
協
力
賜
り
ま
し
た
大
学
関
係

者
、
学
生
の
皆
さ
ま
に
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

首
都
圏
父
母
懇
談
会
報
告

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

副
実
行
委
員
長  

坂
内 

ひ
ろ
み 

 

（
美
穂
／
社
会
学
部
）
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10
月
7
日
（
土
）
と
8
日
（
日
）
に
東
京

六
大
学
野
球
の
「
法
政
大
学
対
東
京
大
学
」

を
観
戦
（
23
人
参
加
）、
さ
ら
に
8
日
は
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
（
9
人
参
加
）
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

明
治
神
宮
野
球
場
で
は
、
後
援
会
の
小
林

章
顧
問
や
校
友
会
の
中
村
寿
美
子
総
務
部
会

長
を
は
じ
め
、
大
勢
の
方
々
に
出
迎
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

東
大
の
先
発
は
、
宮
台
康
平
投
手
。
新
潟

県
出
身
の
東
大
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
大
越
健
介
投
手

（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
ウ
オ
ッ
チ
９
キ
ャ
ス

タ
ー
）
以
来
、
約
30
年
ぶ
り
に
大
学
日
本
代

表
に
選
ば
れ
た
投
手
で
す
。
対
す
る
法
大
打

線
は
、
い
い
当
た
り
は
あ
る
も
の
の
打
線
が

つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
東
大
は
詰
ま
り

な
が
ら
も
小
刻
み
に
得
点
し
て
い
き
ま
す
。

　

終
盤
に
新
潟
出
身
の
鎌
倉
航
捕
手
（
法
学

部
３
年
／
日
本
文
理
高
校
出
身
）
が
代
打
で

登
場
。
一
発
に
期
待
す
る
も
、
日
本
ハ
ム
が

ド
ラ
フ
ト
７
位
指
名
の
宮
台

投
手
に
抑
え
ら
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
敗
戦
と
な
り
、
伝

説
の
東
大
「
勝
利
の
拍
手
」

を
目
撃
し
ま
し
た
。

　

翌
日
も
惜
敗
し
、
東
大
は
15
年
ぶ
り
の
勝

ち
点
。
で
も
「
子
ど
も
の
母
校
は
我
が
母
校
」

を
実
践
し
、
応
援
団
と
一
体
と
な
っ
た
応
援

合
戦
で
は
負
け
な
か
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま

す
。
次
回
は
法
大
の
「
勝
利
の
賛
歌
」
を
歌

い
、「
勝
利
の
第
一
拍
手
」
を
見
た
い
で
す
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
で
は
、
卒
業
生
・
後

援
会
連
携
室
の
小
須
田
博
司
部
長
、
後
援
会

松
野
千
栄
子
総
務
の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
で
、
富

士
見
ゲ
ー
ト
と
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
を

見
学
し
ま
し
た
。
大
教
室
、
オ
レ
ン
ジ
ホ
ー

ル
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
、
屋
上
庭
園
、
薩
埵

ホ
ー
ル
な
ど
を
回
り
、
ど
れ
も
が
最
新
設
備

で
し
た
。
生
協
に
立
ち
寄
り
、
法
政
土
産
を

た
く
さ
ん
買
い
込
み
ま
し
た
。

　

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
26
階
か
ら
見
え

る
防
衛
省
の
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
ミ
サ
イ
ル
（
Ｐ

Ａ
Ｃ
３
）
の
発
射
を
思
慮
し
な
が
ら
、
帰
途

に
就
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
小
林
顧

問
、
松
野
総
務
、
小
須
田
部
長
を
は
じ
め
関

係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
潟
県
支
部

神
宮
観
戦
＆
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
in
市
ケ
谷

新
潟
県
支
部
長  

山
田 

昭
治 

（
大
地
／
法
学
部
）

　

10
月
7
日
（
土
）、
8
日
（
日
）
に
キ
ャ
ン

パ
ス
見
学
会
と
東
京
六
大
学
野
球
応
援
ツ

ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
念
願
だ
っ
た
当
支
部
初
の
多
摩

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
。
丘
陵
地
帯
に
建
て
ら

れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
む
き
出
し
の
建
物
か
と

思
い
き
や
、
自
然
に
溶
け
込
む
デ
ザ
イ
ン
の

趣
き
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
で
し
た
。
い
つ
行
っ
て

も
新
た
な
建
造
物
が
登
場
す
る
市
ケ
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
が
大
学
界
の
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ

ア
な
ら
ば
、
天
空
の
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
は
大

学
界
の
マ
チ
ュ
・
ピ
チ
ュ
で
し
ょ
う
か
。
立
ち

止
ま
っ
て
思
わ
ず
深
呼
吸
し
つ
つ
、
道
中
参

加
者
の
一
人
が
肩
に
か
け
て
い
る
大
き
な

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
が
目
を
引
き
ま
し
た
。
中
に

は
、
た
く
さ
ん
の
野
菜
や
果
物
。
信
濃
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
一
人
暮
ら
し
の
孫
娘
を
思

い
、
育
て
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
き
っ
と

バ
ッ
グ
を
開
け
た
孫
娘
は
、
一
瞬
で
故
郷
の

信
濃
に
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
姿
を
思
い
起

こ
し
た
で
し
ょ
う
。

　

2
日
目
。
明
治
神
宮
野
球
場
へ
電
車
で
移

動
し
て
い
る
と
、
途
中
の
駅
か
ら
詰
め
襟
の

学
生
が
乗
り
込
ん
で
き
ま
し
た
。
座
る
な

り
、
楽
譜
を
取
り
出
し
て
確
認
し
て
い
ま

す
。「
も
し
や
」
と
胸
の
バ
ッ
ジ
に
目
を
や
る

と
、
案
の
定
「
H
」
の
エ
ン
ブ
レ
ム
が
付
い

て
い
ま
し
た
。
同
志
だ
と
気
付
い
て
も
ら
お

う
と
、
鞄
か
ら
法
政
手
旗
を
さ
り
げ
な
く
取

り
出
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
目
に
し
た

学
生
さ
ん
か
ら
爽
や
か
な
目
礼
が
返
っ
て
き

ま
し
た
。
信
濃
町
駅
で
下
車
し
、
短
い
時
間

な
が
ら
彼
と
楽
し
く
会
話
。
歩
道
橋
の
向
こ

う
に
先
輩
を
見
つ
け
た
と
き
の
、
彼
の
奇
麗

な
あ
い
さ
つ
は
見
事
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
も

終
わ
り
、
家
路
に
向
か
う
皆
さ
ん
は
充
実
し

た
笑
顔
で
し
た
。
振
り
返
る
と
、
今
回
の
ツ

ア
ー
を
力
い
っ
ぱ

い
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
だ
さ
っ
た
本
部

役
員
、
事
務
局
、

後
援
会
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
の
笑
顔
で

さ
ら
に
満
た
さ
れ

ま
し
た
。
出
会
っ

た
皆
さ
ん
に
、
感

謝
い
た
し
ま
す
。

長
野
県
支
部
「
信
濃
か
ら
信
濃
へ
」

（
多
摩
&
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
と
野
球
応
援
）

長
野
県
支
部
長  

中
島 

武
彦 

（
慶
一
／
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
）
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法
政
大
学
後
援
会
が
創
立
70
周
年
を
迎
え
る

こ
と
は
、
総
長
と
し
て
大
き
な
喜
び
で
す
。
法

政
大
学
は
今
年
で
1
3
7
年
を
迎
え
ま
す
の

で
、
後
援
会
は
大
学
の
歴
史
の
半
分
以
上
を

担
っ
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
り
わ
け
戦
後
の
困
難
な
時
代
は
、
後
援
会

の
ご
助
力
な
し
に
、
学
生
た
ち
が
充
実
し
た
学

生
生
活
を
送
る
こ
と
は
不
可
能
で
し
た
。

　

70
年
の
長
き
に
渡
り
、
後
援
会
は
学
生
の
精

神
的
な
支
柱
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
学
生

が
手
に
入
れ
る
こ
と
の
困
難
な
時
代
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
や
D
V
D
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
ア
ン
プ
、
吹
奏

楽
部
の
楽
器
類
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
衣
装
な

ど
、
細
や
か
な
配
慮
で
必
要
な
も
の
を
提
供
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
新
し
い
校
舎
が
で
き

る
た
び
に
ロ
ー
ル
バ
ッ
ク
チ
ェ
ア
や
移
動
観
覧

席
、
時
計
塔
、
ベ
ン
チ
、
テ
ン
ト
、
学
内
バ
ス
、

そ
し
て
学
生
の
安
全
を
守
る
A
E
D
な
ど
、
ま

さ
に
学
生
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
見
守
る
様
々

な
有
形
の
も
の
も
、
寄
贈
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

本
学
に
特
徴
的
な
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
や
自
主

マ
ス
コ
ミ
講
座
、
1
0
0
円
朝
食
へ
の
補
助
、

日
常
に
必
須
の
学
生
手
帳
や
就
職
活
動
手
帳
の

作
製
、
被
災
学
生
へ
の
支
援
や
ス
ポ
ー
ツ
の
応
援

も
、
学
生
の
大
き
な
支
え
で
す
。
そ
し
て
と
り

わ
け
、
派
遣
留
学
、
体
育
会
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
、

外
国
人
留
学
生
、
国
家
試
験
合
格
者
、
そ
の
他

の
奨
学
金
な
ど
、
学
生
へ
の
多
様
な
奨
学
金
や

奨
励
金
も
、
学
生
に
と
っ
て
実
に
心
強
く
、
あ
り

が
た
い
も
の
で
す
。

　

今
ま
で
後
援
会
が
学
生
に
し
て
き
て
下
さ
っ

た
数
々
の
支
援
を
一
望
す
る
だ
け
で
も
、
本
学

に
と
っ
て
後
援
会
が
か
け
が
い
の
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
で
展
開
し
て
い
る
各

支
部
で
の
総
会
・
父
母
懇
談
会
な
ど
の
催
し
物

に
参
加
す
る
た
び
に
、「
子
ど
も
の
母
校
は
我
が

母
校
」
と
い
う
気
持
ち
で
皆
さ
ん
が
心
合
わ
せ

て
、
大
学
を
良
く
し
て
い
こ
う
と
尽
力
し
て
下

さ
る
姿
に
心
打
た
れ
、
私
自
身
が
支
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

　

70
年
を
刻
ん
で
き
た
過
程
に
は
、
様
々
な
困

難
も
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
は
後

援
会
、
校
友
会
、
大
学
が
三
位
一
体
の
力
と
な

り
、
本
学
は
日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
大
学
に

育
ち
、
世
界
の
大
学
へ
と
、
さ
ら
に
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
本
学
が
社
会
の
中
で
ブ
ラ
ン

ド
（
約
束
）
を
守
り
、
信
頼
あ
つ
き
大
学
で
あ

り
続
け
る
た
め
に
、
ま
た
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

さ
ら
な
る
名
誉
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
も
と
も
に
歩
ん
で
下
さ
る
こ
と
を
、
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

改
め
ま
し
て
、
法
政
大
学
後
援
会
創
立
70
周

年
、
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

後
援
会
創
立
70
周
年
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す

法
政
大
学
総
長  

田
中 

優
子

2017年度後援会の主な事業

　東京ドーム17個分

の広い敷地を誇る多

摩キャンパスで、学

生輸送をサポートする

ために新たな大型バスを寄贈しました。路線バ

ス仕様（ワンステップ型）で、車いすでもスムー

ズに乗り降りできます。構内循環バスの主力車

両とすべく、2017年12月下旬～ 2018年3月の

納期を予定しています。

多摩キャンパスに大型バスを寄贈

「早起きして栄養バランスのいい朝食を摂

る」。健康習慣を促進するため、3キャンパス

の学生食堂にて、100円で食べられる朝食メ

ニューを提供しました（各キャンパスで18日間

実施、後援会から1食当たり450円助成）。

学生の利用率は70.2%、そのうち1人暮らし

の学生は半数近くが利用したようです。

100円朝食の提供（市ケ谷、小金井、多摩）

毎日食べても飽きないよう和食・洋食メニューを日替わりで用意

　後援会、大学、校友会が三位一体で

法政スポーツを応援するために活動を進

めるHSC（法政スポーツコミュニティー）。

その活動の一環として、会員の皆さまに

体育会各部の試合情報や応援イベントを

紹介するウェブサイト「HOSEI SPORTS 

INFORMATION」を開設しました。

HSCホームページ
「HOSEI SPORTS INFORMATION」開設

　後援会70周年を迎えるに

あたり、11月11日（土）市

ケ谷キャンパス薩埵ホールに

て70周年記念式典を開催し

ました。それに伴い、70周

年記念誌を制作、発刊しまし

た。

70周年記念行事、
記念誌発刊

http://hosei-sports.jp/
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本
年
、
後
援
会
は
設
立
70
周
年
の
佳
節
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

1
9
4
7
年
（
昭
和
22
年
） 

6
月
の
設
立
以

来
、
歴
代
後
援
会
活
動
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
全
国
の
会
員
の
皆
さ
ま
、
大
学
関

係
者
な
ら
び
に
校
友
会
の
方
々
の
ご
厚
情
と

ご
支
援
の
賜
物
だ
と
思
い
、
こ
こ
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

1
8
8
0
年
（
明
治
13
年
）
の
東
京
法
学

社

設

立
か
ら

始

ま
る

法

政

大

学

は
、

2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
7
年
ま
で
の
10
年

間
に
、
新
た
に
理
工
学
部
・
生
命
科
学
部
・

G 

I
Ｓ
（
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
）・
ス
ポ
ー

ツ
健
康
学
部
を
設
置
し
、
合
計
15
学
部
を
擁

す
る
日
本
有
数
の
総
合
大
学
と
し
て
の
確
固

た
る
地
位
を
築
き
上
げ
ま
し
た
。
東
京
六
大

学
と
し
て
初
め
て
の
女
性
総
長
に
な
ら
れ
た

田
中
優
子
総
長
の
も
と
、
2
0
1
6
年
に
は
、

大
学
憲
章
「
自
由
を
生
き
抜
く
実
践
知
」
を

制

定
、
2
0
3
0
年

の

法

政

大

学

設

立

1
5
0
周
年
に
向
け
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

「
H
O
S
E
I
2
0
3
0
」
を
策
定
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
お
よ
び
教
育
環
境
づ
く
り
と
教

育
内
容
の
さ
ら
な
る
充
実
を
積
極
的
に
図
っ

て
い
ま
す
。
わ
た
く
し
た
ち
後
援
会
も
、
全

国
に
多
々
あ
る
大
学
後
援
会
・
父
母
会
組
織

の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
会
員
の
皆
さ
ま
と
共
に
走
り
続
け
ま
す
。

そ
し
て
会
則
で
定
め
た
通
り
、
大
学
の
教
育

方
針
に
則
り
、
学
生
や
大
学
の
た
め
に
教
育

事
業
や
課
外
活
動
を
支
援
し
続
け
ま
す
。

　

11
月
11
日
（
土
）
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
薩

埵
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
70
周
年
記
念
式

典
は
、
法
政
大
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
軌
跡
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
戦
後
間
も
な
い
社
会
が

疲
弊
し
て
い
る
時
期
に
、
学
生
と
大
学
へ
の

物
心
両
面
を
支
援
す
る
た
め
に
父
母
た
ち
が

自
ら
の
手
で
立
ち
上
げ
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
」
で
あ
る
後
援
会
、
そ
の
設
立
時
の
精

神
と
ご
苦
労
を
思
い
出
す
「
原
点
回
帰
」
の

良
き
場
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
後
援
会
が

「
大
学
を
支
え
る
大
き
な
柱
の
一
つ
」
と
し

て
、
ま
す
ま
す
成
長
発
展
し
て
い
く
こ
と
を

心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

後
援
会
創
立
70
年
を
迎
え
て

年
度 

法
政
大
学
後
援
会
会
長 

中 
和
夫

後援会の成り立ち

後
援
会
創
立
70
周
年
記
念
特
集

後援会創立70周年記念特集

全
国
の
会
員
が
一
丸
と
な
っ
て
学
生
た
ち
を
支
え
て
き
た
、

後
援
会
70
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
。

後援会の精神・理念を大切に継承し、これからも全国約2万9000人の会員の皆さまと共に走り続けます。

【後援会の理念】

大学と家庭が統一ある教育理念のもとに学生の人間形成の推進に協力する
広い立場に立って学生生活をより豊かにする

1880（明治13）年　東京法学社（法政大学）設立

1880年 「君が代」誕生

1882年 日本銀行開業

1885年 内閣制度創始

1889年 大日本帝国憲法発布

1939年 第二次世界大戦勃発

             国民徴用令公布

1940年 日独伊三国同盟締結

1943年 学徒出陣

             （徴兵検査を経て、大学は

              休学とされ余儀なく入隊）

1945年 東京大空襲－終戦－

戦後の混乱の中、壊滅的状態にあったキャンパスの
復興と学生の精神的指導という大きな問題に直面

1947（昭和22）年6月28日「法政大学父兄懇談会」開催
　                                          在京父母に呼び掛け

1947（昭和22）年　法政大学後援会設立

　子弟が充分勉強されて健康に社会に出て
行かれるよう、親の立場から大学と色々連絡

もいたし、責任を独り大学のみに負わせず、

私どもも大学教育に理解を深めていく。且つ

また私学の性質から見まして、私どもも法政

の人と言う愛情を結晶して財政的方面でも

出来るだけ力をあわせていく。大学の喜びを

喜び、大学の悲しみを悲しむというわれらの

法政にまで年を逐うて一緒に育っていくとこ

ろに根本的な意義があるのではないかと存じ

ます。学問を通じての学生への愛情は、諸

先生方の心がけでありますが、私どもはそれ

を一層親の愛情をもって力強く支えていくこ

とが肝心に思えます。

1952（昭和27）年度 谷口忠槌理事長談

　
2017（平成29）年　後援会70周年

666666777777
年年年年年年年年年年年年年年年年

77777000000
年年年年年年年年年年年年年年

ったキャンパスの

はは
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福
島
支
部
で
は
10
月
７
日
（
土
）
に
、
市

ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
お
よ
び
明
治
神
宮
野

球
場
で
の
ス
ポ
ー
ツ
応
援
を
企
画
し
、
14
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
の
天
気
は
雨
の
予

報
で
、
試
合
が
開
催
さ
れ
る
か
心
配
し
な
が

ら
新
幹
線
に
乗
り
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
の
集
合
場
所
で
あ
る
富

士
見
ゲ
ー
ト
で
は
、
中
和
夫
後
援
会
会
長
を

は
じ
め
と
し
た
本
部
役
員
の
方
々
が
温
か
く

お
出
迎
え
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス

内
は
、
後
援
会
本
部
の
方
に
案
内
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の
内
部
を
分
か
り
や
す

い
解
説
の
も
と
、
見
学
し
ま
し
た
。
超
高
層

の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
最
上
階
か
ら
の

都
心
の
眺
め
は
素
晴
ら
し
く
、
最
先
端
の
都

市
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
建
物
は
、
い
ず
れ
も
設
計
か
ら
施
工
ま

で
強
い
思
い
入
れ
を
も
っ
て
造
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
環
境
で
学
習
し
て
い
る
学
生
は
と
て
も

幸
せ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内
の
学
食
で
昼
食
を
い
た
だ
き
、
明
治

神
宮
野
球
場
へ
と
移
動
し
ま
し
た
。

　

心
配
し
て
い
た
雨
も
、
試
合
の
開
始
時
に

は
上
が
り
、
試
合
は
予
定
通
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
相
手
投
手
の
好
投
で
な
か
な
か
得
点
す

る
こ
と
が
難
し
く
、
つ
い
た
め
息
を
つ
き
た

く
な
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
す
か

さ
ず
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
「
た
め
息
ば
か
り

つ
い
て
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
。
応
援
！
応

援
！
」
の
元
気
な
一
言
。
勝
利
を
信
じ
て
、

あ
き
ら
め
ず
に
応
援
を
続
け
る
姿
に
ハ
ッ
と

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
は
残
念
で
し
た
が
、
心
地
よ
い

応
援
疲
れ
と
、
前
向
き
な
学
生
か
ら
の
パ

ワ
ー
を
も
ら
っ
て
幸
せ
な
気
分
で
福
島
に
帰

り
ま
し
た
。   

福
島
支
部

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
・
ス
ポ
ー
ツ
応
援
報
告

福
島
支
部
長  

高
橋 

康
典 

（
里
欧
／
社
会
学
部
）

HOSEI

2017

November
・

December

≪オール法政   箱根駅伝応援のご案内≫

　法政スポーツコミュニティー（HSC※）では、2018年1月2日（火）・3日（水）に開催される第94回東京箱

根間往復大学駅伝競走（箱根駅伝）の応援を企画しています。皆さまも一緒に沿道をオレンジ色に染めて、

選手たちに熱い声援を送りましょう。

　応援場所は、往路復路ともに、大手町から箱根までの各所に設定します。法政大学の「オレンジ色のの

ぼり旗」が目印です。詳しくは、HSCウェブサイト「HOSEI SPORTS INFORMATION」をご覧ください。

http://hosei-sports.jp

　皆さまの参加をお待ちしております。

※HSC：法政を応援する喜びを感じていただくためのコミュニティーで、法政大学後援会、法政大学校友会、法政大学教職員で運営しています。

■日時

　2018年1月2日（火）8：00　大手町スタート（往路）

　2018年1月3日（水）8：00　芦ノ湖スタート（復路）

■応援場所（予定）

　大手町、蒲田、生麦、横浜駅、大磯、小田原、その他

箱根駅伝・オレンジエクスプレスを沿道で応援しよう！
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